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　しかし、日本の少子化は止まりません。日本の出生数は第

1次ベビーブーム期には 270万人、第 2 次ベビーブーム期に

は 210 万人も生まれていたのですが、2013 年（平成 25）年

の出生数は、102万人まで減少しています。国立社会保障・

人口問題研究所が実施した「第 14 回出生動向基本調査」

（2010 年）によると、夫婦にたずねた理想的な子どもの数は

2.42 人。対して現存子ども数は 1.71 人。理想の子ども数を

持たない理由として最も多いのが「子育てや教育にお金がか

かりすぎるから」(60.4％）。年齢が若い世代ほどその割合が

高くなる傾向です。「子どもを持ちたい、あと一人本当は授

かりたい。でも、お金がかかることを考えたら諦めたほうが

良いのでは？」そんなご質問をお客様からお受けすることも

少なくなく、子どもを持つことをためらう今の日本の現状は

とても残念です。

　若い世代の所得の伸び悩みは顕著で、2012 年には年収 300

万円台の方々が最も多くなっています（総務省「就業構造基

本調査」）。そんな中、女性が働き家計を支えることが日常的

になってきていることは間違いありません。

　女性の就労をめぐる環境をみると 2010 年出生児の母のう

ち、出生前後に仕事を辞めた母の割合は 54.1％。仕事を続

けたかったが仕事と育児の両立の厳しさで辞めた人が退職者

の 26.1％を占めるなど、仕事を継続することが難しい状況

にあるようです。

　今の子育てをめぐる環境、厳しい状況はなかなか改善され

ず、様々な課題が山積みです。保育園が足りない、学童保育

も足りないと言われながら解消への道のりはまだ遠いのが現

実のようです。

　「カフェdeマネー」は、小さいお子様連れのママが、スイー

ツをいただき、おしゃべりを楽しみながら、我が家の家計や

お金について学べる企画。「休休くらぶ」は、育休中のママ

が赤ちゃんと一緒に

参加できるイベント。

「離乳食キッチン」

「バランスボール」「ベ

ビーダンス」

などママと赤ちゃん

が楽しめる講座。

　休休くらぶシリーズで新たに誕生した「職場復帰セミナー」

は、職場復帰前の不安、心配を安心に変えるコミュニケーショ

ン術を身に付ける講座。いずれも大変好評をいただき、回を

重ねるごとに参加希望者は増える一方で、皆さんの関心の大

きさを感じます。

　弊社と子育て中のママのお付き合いの輪はどんどん広がり

をみせる中たくさんのママやお子様にお会いしていると、子

ども人口がどんどん減少しているなんて全く感じられません。

  「育児、子育て、仕事に頑張るママを応援したい！」「ファイナンシャルプランナーだからできるお手伝いもあるはず」

そうして弊社ウェイグッドが子育て応援イベントを開催するようになって、はや 3 年が経過しました。ウェイグッドの

子育て応援活動をご紹介します。

ウェイグッドは子育てママを応援します。
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　これからは「仕事をとるか、子どもを取るか」、「産むか、

産まないか」といった二択で悩む時代ではありません。「子

どもが小さいうちは、家庭で面倒をみるべき」と言われ悩む

のは、他人の価値観に影響を受けているから

です。自分なりの心地よいバランスを見つけ

て、「仕事」と「子育て」のどちらも大切にす

ることだってできるはずです。

　世の中に情報が溢れ、価値観が多様化する中、昔に比べて

様々な考え方や生き方を選択できるようになってきました。

反面、膨大に氾濫する様々な情報を前にとまどってしまう人

も少なくないのではないでしょうか。ひとくちに「ママ」と

いっても十人十色ですから、仕事と育児のバランスのとり方

にも「正解」はありません。要は「あなたらしさ」を見つけ

ればいいのです。育児期間は長い長い人生のほんの短い一時

期。子どもが少し大きくなると、育児もぐっと楽になります。

　結婚、妊娠、出産、育児休業、復職、子育て、仕事との両立、

キャリアアップ。このような一連のステップを踏まえた「ラ

イフプラン」を具体的にイメージし、明るく楽しい未来を築

くお手伝いをする。これが私たちファイナンシャルプラン

ナーの大切な仕事なのだと考えています。これからもより

多くの子育てママの応援活動を続けてまいります。　

　　　　　　　　　　　　　　　(井上ゆかり）

　ウェイグッドのイベントにご参加くださった方から寄せ

られる声からも、「別の形の支援」を必要としているママが

数多く存在しているということが見えてきました。

「職場復帰して仕事を続けていく自信がない」

「親に仕事を辞めるべきだと言われてしまった」

と職場復帰をためらう育休中ママ。

「子どもを産んでも大丈夫かな？」

「ちゃんと育てていけるかな？」

と子育てと仕事の両立、あるいは経済面での不安を持つプ

レママ。それ以前に子どもを持つべきかどうかを悩んでい

るキャリアウーマンなど、女性の悩みは尽きることがない

ようです。

　そこで今回、新しい試みとして 6月に初の「プレママ講座」

（産休取得前セミナー）を開催致しました。タイトルは

「ママも、仕事も、楽しみたい！ 夢を叶えるプレママセミナー」。

初めての出産、育児を前に不安に揺れるプレママたちの心を

「安心」に保ちたい、そんな思いでの企画でした。

ママも、仕事も、楽しみましょう！
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特定非営利活動法人   ひこね育ちの
ネットワーク・ラポール  お問い合わせ先

〒522-0051
滋賀県彦根市中薮町 727 番地 22

http://sodachi.shiga-saku.net/

　いずれのイベントも、スタッフの方々が育児経験者として

アドバイスするのではなく、身内のように優しく寄り添い、

ママたちに自己肯定感を与えることで自立を促す仕組みで

す。このような草の根活動からママたちとその子どもたちを

健全に育てることで、地域に貢献しているのです。形は違い

ますが、ウェイグッドが目指している子育てママを応援する

という姿勢と全く同じで、いきいきと話をされる廣田さんに

とても勇気をいただきました。このような NPO 法人がもっと

各地に誕生したらいいのになぁと思います。　（石原敦子）

3）出会いのひろば

　子育てを学んだり、気軽におしゃべりしたり、子育て中の親子が出会う場です。

ママたちの希望も取り入れながら、食育・スキンシップ遊び・外遊び・フリートーク・

季節のイベントなどを開催しています。

2）NP(Nobody’s Perfect) プログラム

　10名程度の参加者で、子どもたちは託児で預けママたちだけで

悩みや関心のあることを自発的に話し合います。毎回様々なテー

マで週1回2時間、合計 8回活動し、自分らしい「前向きな子育て」

の仕方を学んでいくのです。

1）ホームスタート

　未就学児のいる家庭に、研修を受けたボランティアが訪問する

｢家庭訪問型子育て支援｣方法を言います。英国発祥の活動で、

近くに頼れる人や友人がいない、子育てが初めてでわからない、

そんな子育て中のママのところへ先輩ママが来てくれるのです。

理事長の廣田幸子さん

詳しくお知りになりたい方は…

NPO法人ホームスタート・ジャパン

  子育てを｢孤育て｣にしないために、ウェイグッドとは異なる形で子育てママを

支援されている認定 NPO法人があります。その NPO 法人は彦根で活動されている

「ラポール」さんで、理事長である廣田幸子さんを訪ねました。

　廣田さんは 3 人のお子さんが巣立った後の自宅を事務所として開放し、子育て

に不安や困難を感じている方たちに寄り添う支援を行っています。その支援の

数々をご紹介しましょう。

ひこね育ちのネットワーク・ラポールさん訪問

子育てママの「安心」をサポート！
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今回の内容は、秋に「新外貨セミナー」として、皆さまにお届けする予定です。

どうぞご期待ください。　

　インターネットが急速に普及したのは 1997 年頃だ

と言われています。それから約 20 年、私たちの生活

は大きく変化しました。日々膨大な量の情報が世界中

を飛び交い、まさに「世界はひとつ」になっています。

私が若い頃には「アメリカを見ると 10年後の日本がわ

かる」と言われましたが、今やアメリカだけでなく世

界中の情報が瞬時に日本に届けられます。メリットは

大きいのですが、デメリットを感じている方、社会の

変化に戸惑いを感じている方も少なくないのではない

でしょうか？

　それは「グローバリゼーション」が一気に進展した

ということです。もはや人件費の低い中国やインドで

できる作業は日本では必要なくなってしまいました。

それにより多くの仕事が消滅し、多くの方々の年収は

下がっていきました。「非正規雇用」が労働者人口の

40％も占めるようになっているのもこの流れの一環

です。

　NYダウが上がると、日本の株価も上がり、パリでテ

ロが起きると日本の株価が暴落します。北朝鮮でミサ

イルが発射されると、「安全資産」と言われている円

が高騰します。このようにネット社会の到来によって、

良くも悪くも「世界はひとつ」になったのです。

　国内を見ると超高齢社会の到来、少子化の進展、財

政悪化、年金問題など問題は山積みで、長い目で見れ

ば国力が徐々に弱まっていくことは避けられません。

「為替」は短期では様々なニュース等で動きますが、

長期的には「国力」が重要な要素となります。強い国

の通貨が高く、弱い国の通貨が安くなる。それはいたっ

て当然のことです。「円安」に振れると、モノの値段

は上がります。日本は物資の多くを「輸入」に頼って

いるからです。つまり「インフレ」が起こるのです。

今の「超低金利」は私たちに市民にとっては「資産」

が目減りしてしまうことにつながるので、ますます家

計は厳しくなります。そこでウェイグッドでは「資産」

の一部に外貨を、できれば

「ドル」を保有することを

推奨しています。「ドル」

は世界の基軸通貨であり、

決済通貨です。やはり「ドル」は強いのです。それでも

皆さんは、「円」だけで資産を保有されますか？

日本の平均年齢は 50 歳になる！！

株式会社ウェイグッド 代表取締役 堀内潤

 ～これからの家計やりくり術～資産の一部にドルを持つ！！ 

特別寄稿
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北川泰伸税理士事務所

税理士　北川泰伸

〒600-8357 京都市下京区猪熊通五条下る柿本町 670 番地 6

☎ 075-354-7170　 FAX 075-354-7171

Email　y.kitagawa@kitagawa-tax.com

　日本においては少子高齢化・労働力人口の減少など財政を取り巻く環境が厳しく

なり続けています。そんな中、公共サービスを支える税金について私たちはもっと

勉強してもいいのではないでしょうか？

税金の種類

　税金には様々な種類があります。一番身近なとこ

ろですとスーパーで買い物をしたりレストランで食

事をした時に支払う「消費税」や、個人の所得に対

してかかる「所得税」といったところでしょうか？

　それぞれの税金は納税する先や納税する方法、何

に対して課税されるかが異なります。例えば物品や

サービスの提供などに対して課税される消費税は、

現在は一律 8％ですが、その内訳は国税である消費税

が 6.3％、地方消費税が 1.7％となっています。所得

に対して課税される所得税は会社に勤めている人と

自分で商売をしている人とでは納税方法が異なりま

す。その他ではガソリンにかかる揮発油税、たばこ

にかかるたばこ税なども身近な税金です。

　私 北川の生活で一番身近で悩ましい税金はずばり

「酒税」です！ なんと約200円の缶ビールに77円もの

税金が課せられています。実に価格

の38.5％が税金なのです。私が毎日

のようにビールを飲むのは、皆さん

のためにたくさん税金を納めるため

なんですよ！（嘘です）

　そもそも私たちはなぜ税金を支払うのでしょう

か？ それは私たちが健康で文化的な生活を送るため

に様々な公共サービスや公共施設が必要だからです。

これらにかかる費用を国民で負担し合っているもの

が「税金」です。いいかえれば、私たちが社会で生

活していくための、「会費」みたいなものといえるの

ではないでしょうか。

　さて、国などが公立小学校の生徒一人あたりいく

らの教育費を負担しているかご存知ですか？ 答えは

年間約 863,000 円です。国民

一人あたりのごみ処理費用は

約 16,287円 /年です。もし税

金が存在しなければ、これら

をすべて自己負担することに

なります。救急車を利用するたびに利用料を請求さ

れることになりますし、あるいは交番のお巡りさん

がパトロールをするたびに住民に費用を請求するな

んてことになったら、大変ですよね。

税金はなぜ必要？

  知っているようで知らないのが「税金」です。今回から 3 回連載で、ウェイグッドの顧問税理士

北川泰伸先生に面白おかしく、解説していただきます。

その 1　税金を支払う理由その 1　税金を支払う理由
税金って何ですか？税金って何ですか？短期集中連載
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　 Waygood ４コマまむが

「うちの社長さんは、 今日もフル回転 ！｣
　　　　　作 / 山田愛　　　相続した空き家の売却の際、譲渡所得

として税金が課せられます。いつ購入し

たかわからない、購入時の価格が不明な

どの場合は、この譲渡所得が大きくなる

と言う理由で、売るべきか、売らずに貸

すべきかと、相続した方にとって『住ま

ない実家』は、頭を悩ます存在。平成 28

年度の税制改正で、一定の条件を満たす

『相続した空き家』売却には、特別控除

の特例が創設されました。譲渡所得から

3,000万円の特別控除が適用できます。

　もともとは、倒壊の危険性や治安悪化

の懸念から、空き家対策は国を挙げての

プロジェクトとして平成 27 年には『空

き家対策特別措置法』が施行され、税金

の優遇もなくなり、所有者は“放ったら

かし状態”だと何のトクも無い事に。そ

の一環での特別控除特例と言う事なので

すが、今回はあくまで相続した実家のみ

を対象としたものです。平成31年末まで

の売却が対象ですが、その効果を考える

と、様々な条件はありますが、売却を考

える方には朗報と言えるでしょう。 　　

　　　　　　　　　　　　（若林ます江）

money トピックス
【 空き家に係る譲渡所得の特別控除 】

money トピックス
【 空き家に係る譲渡所得の特別控除 】

夏の雷雨にご用心  ～急増しているゲリラ豪雨～

fax 0120-027-003

0120-027-456

●この夏も猛暑

　近年の夏は本当に「酷暑」続きですが、暑さだけでなく「雨」も昔では考えられない

ような量が降ります。気象庁によると今年の西日本は気温は「高く」、降水量は「平年並

みか多い」と予測しています。猛暑の後に土砂降りの雨による洪水や「ゲリラ豪雨」が

今年も各地を襲う可能性が否定できないということです。

　以前は洪水と言うと河川の水が堤防を越えて氾濫するいわゆる「外水氾濫」が中心でした。昨今では一か所に集中

的に雨が降り、河川がない都市部で洪水が発生しています。これを「内水氾濫」と言い「都市型水害」とも言われています。

●どうして都市型水害が発生するのか？

　大半の都市部の下水などの治水施設は 1 時間あたり 50mmまでの降雨を想定して整備されています。それを超える雨

量があれば、キャパオーバーで雨が下水管を溢れ出すのです。100mm/1時間を超えるような豪雨が、一か所に集中的に

降ると現在の都市機能では機能不全を起こしてしまうというわけです。そのぐらい昨今の気象は異常なのです。

●私たちにできること

　家の前の排水溝は詰まっていないかまずは点検しましょう。万が一災害が発生した場合の補償としては「水災補償」

が有効です。皆さんが加入されている火災保険にきちんと付加されているかどうかを点検しましょう。ただし、保険

によっては給付対象が制限されている場合などもありますので、どんな

補償内容になっているのかまずはコンサルタントに確認してみてください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情野剛）




